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① 通常状態（停止直後） ③ スクラム弁漏えい試験時 

（H20/7/23） 

④ 加圧状態が長期間継続 
（窒素の微少漏えいあり）

⑤ 126弁操作後（RPS機能試験） 

（H22/11/15～16） 

⑥ 101弁「開」操作により制御棒挿入 

制御棒 

駆動機構

制御棒 

駆動機構 

制御棒 

駆動機構

制御棒 

駆動機構

柏崎刈羽原子力発電所３号機 「制御棒の予期せぬ動作 推定メカニズム」 

101弁を開けることにより、加

圧された空気溜まりが膨張し、制

御棒を１ノッチ（約15cm）挿

入。その後、圧力がなくなり元の

位置に戻った。 

充填水ライン 

ピストン

水 漏えい試験用加圧ポンプ

接続時に空気が残る

（107弁側から混入） 

別途、上部の 

水張り実施済み
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② 充填水ライン圧抜き時 

（H19/7/27） 

制御棒 

駆動機構

充填水ラインの圧抜き

時に空気が残る 

（107弁側から混入）

113 充填水ライン 113充填水ライン 

113充填水ライン 113 充填水ライン 113 充填水ライン 

加圧ポンプ

（仮設）

別途、窒素封入を実

施済み 

空気溜まり 

（加圧状態） 

窒素漏えいにより

空気溜まりが加圧

される 
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F501 F501 F501 

F501 F501 F501 

：充填水

：充填水（加圧状態）

：窒素

：空気

【凡例】

：弁閉

：弁開

：逆止弁

：充填水

：充填水（加圧状態）

：窒素

：空気

【凡例】

：弁閉

：弁開

：逆止弁


